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１.景気は足踏み局面を脱し再び回復軌道へ
　日本経済は足踏み局面を脱し、回復の動きを取
り戻しつつある。個人消費は停滞局面を脱し切れ
ていないが、世界経済の持直しを背景に輸出が上
向き、企業マインドは改善している。保護主義的
な政策を掲げるトランプ政権の政策運営に対する
不透明感は払拭できないが、海外景気の回復と円
安・株高の効果は徐々に国内の経済活動に波及し
てくると予想される。

２.世界経済のけん引役として期待される
　 米国経済の展望
　世界経済のカギを握る米景気は、雇用・所得環
境の改善を背景に順調に推移している。減速が続
いていた設備投資も回復に転じている。今回の景
気回復期間が昨年末時点で過去の平均（58か
月）を超える90か月に達したことから、回復局
面は終盤との見方もあるが、循環的な景気調整圧
力は低く、米国経済にはもう一段の景気拡大余地
があると考えられる。

３.世界経済の回復は徐々に日本経済にも
　 波及する見通し
　輸出の回復を背景に企業収益が増益に転じてお
り、今後は設備投資にも回復の動きが広がること
が期待される。人手不足感が強い非製造業が省力
化投資を積み増しているほか、製造業でも更新投

資の需要が高まっている。一方、個人消費は当
面も緩慢な動きが続くとみられるが、中期的に
は労働需給が厳しく推移することが予想される
ことから賃上げの動きが広がる見通しで、個人
消費も徐々に上向く見込みである。

４.今後５年間の年平均実質成長率は
　 0.8％と予測
　今後５年間の日本経済は回復基調で推移する
ことが予想される。2020年に東京オリンピッ
クが開催されることも景気回復の下支えとな
る。しかしながら、19年10月には消費税の再
増税（８％→10％）が予定されており、19年
後半にかけて家計需要が下押しされるとみられ
る。飲食料品に軽減税率が適用されることなど
で、14年度に比べると負の効果は小幅となる
ことが予想されるが、個人消費と住宅投資への
マイナスの影響は小さくない。オリンピック効
果を織り込んでも、17年度から21年度までの
５年間の平均成長率は0.8％と潜在成長率並み
の伸びにとどまると予想される。

■ 景気観測

■ 個別判断項目（業種別）

　総合

　鋳造業

　機械製造業

　卸売業

　小売業

　建設業

　不動産業

　サービス業

■【特別調査】
　「人手不足下における中小企業の人材活用策について」

■ 集計

■ あおしんトピックス
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景気観測

調査目的
調査時期
調査内容

調査方法
調査対象
調査回答企業

取りまとめ方法

お問い合わせ先

１．
２．
３．

４.
５．
６．

７．

８．

川口市を中心とした最近の中小・小規模企業の動向把握
平成 29年 3月 1日（水）～ 3月 7日（火）
平成28年10月～12月期と比較した平成29年1月～3月期の実績見込み
平成 29年 1月～ 3月期と比較した平成 29年 4月～ 6月期の予想
聞き取りによるアンケート調査
当金庫お取引先企業 301企業、回答企業数 301企業（回答率 100％）
鋳造業 29、機械製造業 38、その他製造業 49、卸売業 27、小売業 40、
建設業 45、不動産業 30、サービス業 43先
DI（ディフュージョン・インデックス）方法
「増加」（増加＋やや増加）と回答した企業割合から、「減少」（減少＋やや減少）
と回答した企業割合を差し引いた指数のことで、そのどちらかの企業割合
が多いかによって、景気が上向きか、下向きかを表します。
青木信用金庫 地域振興部
川口市中青木 2－13－21　TEL 048－251－5880（代表）

この調査について

もくじ  

信金中央金庫　地域・中小企業研究所　上席主任研究員

角田　匠（つのだ　たくみ）

《略歴》
1966 年　東京生まれ
1989年　明治大学工学部卒業
1989年　山一證券入社
　同年　  山一証券経済研究所・企業調査部配属（証券アナリスト
　　　　　として企業調査を担当）
1993年　日本経済研究センター出向
1995 年　山一証券経済研究所・経済調査部に復帰（米国担当エコ
　　　　  ノミスト）
1998年　山一証券経済研究所を退職
1998年　全国信用金庫連合会（現在の信金中央金庫）へ入社
　現在　  信金中央金庫　地域・中小企業研究所にて日本経済の分
　　　　　析と予測を担当
《その他の対外活動》
週刊ダイヤモンド、金融財政事情など経済誌でのレポート執筆
日経CNBCゲストコメンテーター

テーマ：日本経済の中期展望
　　　　 －17～21年度の年平均成長率は名目1.5％、実質0.8％と予想－
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　全業種の当期（1～ 3月期）の業況判断DI は▲9となり、
前期（10～ 12月期）と比較して 1ポイントの悪化となっ
た。「原材料・仕入価格」は 1ポイント下降、「販売・請負・
料金価格」は横ばいとなるも、「売上」は 4ポイント、「収益」
は５ポイント悪化、「資金繰り」は２ポイントの悪化で厳
しさが増し、「設備」では 3 ポイントマイナスとなり不足

感が増加している。
　来期（4～ 6月期）は、「販売・請負・料金価格」、「原材料・
仕入価格」、「資金繰り」で横ばい、「売上」で 4ポイント、「収
益」で 3 ポイントの良化を予想、「設備」で 1 ポイントの
不足感の減少を予想しており、全体的には改善傾向を予
想している。
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総 合
SOUGOU

総
合

総
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数
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来期予想
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増加 変わらず 減少
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28 年 10～12 月
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業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

5.0 87.7 7.3

3.7 88.7 7.6
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業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

1.4 93.0 5.6

2.5 88.6 8.9

2.2 88.9 8.9設
備

当 期
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来期予想
▲6
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業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
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当 期
▲9
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来期予想
▲8
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業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

11.0 70.3 18.7

8.6 74.8 16.6

9.3 72.8 17.9
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上
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来期予想
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業況判断指数
前期

28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

11.7 78.6 9.7

11.0 80.0 9.0

10.0 78.4 11.6

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少
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　鋳造業の当期（1～3月期）の業況判断DIは▲10となり、
前期（10～ 12月期）と同ポイントで横ばいとなった。「資
金繰り」は横ばいとなるも、「売上」で 3ポイント、「収益」
で 10 ポイント悪化、また「販売・請負・料金価格」で 3
ポイントマイナスとなり下降、「設備」で 4 ポイント不足
感が増加した。

　来期（4 月～ 6 月期）は、「販売・請負・料金価格」で
3 ポイントの上昇、「原材料・仕入価格」で 7 ポイントの
下降、「資金繰り」で 3ポイントの改善となるも、「売上」「収
益」で横ばい、「業況」で 4ポイントの悪化を予想している。
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鋳造業
CHUZOU-GYOU

鋳
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業
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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29 年 4～6月

10.3 82.8 6.9

86.3 10.3

3.4 86.3 10.3収
益

当 期
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業況判断指数
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楽 変わらず 苦しい
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来期
29 年 4～6月

89.7 10.3

93.1 6.9

89.7 10.3
資
金
繰
り

当 期
▲10
（0）

来期予想
▲7
（＋3）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

89.7 10.3

86.2 13.8

86.2 13.8設
備

当 期
▲14
（▲4）

来期予想
▲14
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲10
（0）

来期予想
▲14
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業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

18.7

16.6

19.9

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月
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86.2 13.8
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業況判断指数
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28 年 10～12 月
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29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

10.3 82.8 6.9

6.9 86.2 6.9

6.9 86.2 6.9

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）
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「業況 DI」推移
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　機械製造業の当期（1～ 3 月期）の業況判断 DI は３と
なり、前期（10～ 12 月期）と比較して、8 ポイントの
悪化となるも、プラスを維持している。「売上」は８ポイ
ント、「収益」は６ポイント、「販売・請負・料金価格」では、
５ポイント上昇している。また「原材料・仕入価格」で
横ばい、「資金繰り」で５ポイントの悪化となるも、全体

的にはプラスを維持しており、景況感は良好といえる。
　来期（4～ 6月期）は、「業況」で５ポイント、「資金繰り」
で２ポイントの改善、「原材料・仕入価格」で３ポイント
の下降、「設備」は横ばいを予想するも、「売上」で５ポ
イント、「収益」で３ポイントの悪化、「販売・請負・料
金価格」で２ポイントの下降を予想している。
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機械製造業
KIKAISE IZOU-GYOU
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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8

（▲3）

業況判断指数
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10.5 86.9 2.6

5.3 94.7

7.9 92.1

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
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楽 変わらず 苦しい

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

10.5 86.9 2.6

7.9 89.5 2.6

7.9 86.8 5.3
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3
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来期予想
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業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

2.6 92.1 5.3

2.6 86.8 10.5

2.6 86.8 10.5設
備

当 期
▲8
（▲5）

来期予想
▲8
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降
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来期予想
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業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

18.4 73.7 7.9

10.5 86.9 2.6

7.9 86.8 5.3
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29 年 4～6月
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…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）
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「業況 DI」推移
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3.7

　卸売業の当期（１～３月期）の業況判断 DI は▲15 と
なり、前期（10～12月期）と比較して4ポイント悪化した。
「資金繰り」では４ポイントの改善となるも、「売上」で
14 ポイント、「収益」で７ポイントの悪化、「原材料・仕
入価格」で 11 ポイントと価格が上昇しており、悪化傾向
が強く出た。

　来期（４～６月期）は、「業況」で 15ポイント、「売上」
で14ポイント、「収益」で15ポイントの改善、「販売・請負・
料金価格」で４ポイントの上昇、「原材料・仕入価格」で
４ポイントの下降と、全体的には景況感の良化を予想し
ている。
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卸売業
OROSHIURI -GYOU
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

3.7 96.3

7.4 88.9 3.7

7.4 85.2 7.4

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
0

（▲4）

来期予想
4

（＋4）

業況判断指数

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

3.7 96.3

11.1 88.9

14.8 85.2

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
15

（＋11）

来期予想
11

（▲4）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

3.7

3.7

3.792.6

96.3 3.7

96.3
資
金
繰
り

当 期
4

（＋4）

来期予想
▲4
（▲8）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

3.796.3

3.796.3

92.6 7.4設
備

当 期
▲7
（▲3）

来期予想
▲4
（＋3）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲15
（▲4）

来期予想
0

（＋15）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

14.8 59.3 25.9

14.8 70.4 14.8

7.4 70.4 22.2

売
上

当 期
▲7
（▲14）

来期予想
7

（＋14）

業況判断指数
前期

28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

14.8 77.8 7.4

14.8 77.8 7.4

3.7 85.2 11.1

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

「業況 DI」推移
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　小売業の当期（１～３月期）の業況判断 DI は▲25 と
なり、前期（10～ 12 月期）と比較して８ポイント改善
した。「収益」では８ポイント、「資金繰り」は 5 ポイン
トの悪化、「売上」、「販売・請負・料金価格」、「設備」は
横ばい、「原材料・仕入価格」は７ポイントの下降となった。
　来期（４～６月期）は、「原材料・仕入価格」で３ポイ

ントの下降、「資金繰り」は５ポイントの改善を予想する
も、「業況」、「収益」、「販売・請負・料金価格」、「設備」
で横ばい、「売上」で３ポイントの悪化を予想している。

10 11

小売業
KOURI-GYOU

小
売
業

小
売
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲25
（＋8）

来期予想
▲25
（0）

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

29/325/3 25/9 26/3 26/9 27/3 27/9 28/3 28/9

増加 変わらず 減少

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

2.5 90.0 7.5

2.5 82.5 15.0

87.5 12.5収
益

当 期
▲13
（▲8）

来期予想
▲13
（0）

業況判断指数

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

5.0 92.5 2.5

5.0 92.5 2.5

5.0 92.5 2.5

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
3
（0）

来期予想
3
（0）

業況判断指数

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

12.5 85.0 2.5

5.090.05.0

5.0 92.5 2.5

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
3

（▲7）

来期予想
0

（▲3）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

90.0 10.0

90.0 10.0

85.0 15.0
資
金
繰
り

当 期
▲15
（▲5）

来期予想
▲10
（＋5）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

2.5 97.5

2.5 97.5

2.5 97.5設
備

当 期
3
（0）

来期予想
3
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲25
（＋8）

来期予想
▲25
（0）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

5.0 57.5 37.5

7.5 60.0 32.5

5.0 65.0 30.0

売
上

当 期
▲10
（0）

来期予想
▲13
（▲3）

業況判断指数
前期

28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

2.5 85.0 12.5

7.5 72.5 20.0

5.0 80.0 15.0

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

「業況 DI」推移
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　建設業の当期（１～３月期）の業況判断 DI は▲11 と
なり、前期（10～ 12 月期）と比較して７ポイント改善
した。「収益」は 4ポイントの悪化となるも、「売上」、「販売・
請負・料金価格」はいずれも改善しており、また「原材料・
仕入価格」の下降が見受けられることから、景況感は概
ね良好に推移している。

　来期（４～６月期）は、「業況」は横ばいを予想するも、「売
上」で２ポイント、「収益」で４ポイントの改善を予想し
ている。しかしながら、「原材料・仕入価格」で５ポイン
トの上昇、「資金繰り」で５ポイントの悪化、「設備」で
は２ポイントの不足感の増加を予想している。
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建設業
KENSETSU-GYOU

建
設
業

建
設
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲11
（＋7）

来期予想
▲11
（0）

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

29/325/3 25/9 26/3 26/9 27/3 27/9 28/3 28/9

増加 変わらず 減少

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

15.9 68.2 15.9

11.1 77.8 11.1

8.9 77.8 13.3収
益

当 期
▲4
（▲4）

来期予想
0

（＋4）

業況判断指数

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

6.8 81.8 11.4

4.4 88.9 6.7

2.2 93.4 4.4

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲2
（＋3）

来期予想
▲2
（0）

業況判断指数

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

4.584.111.4

2.288.98.9

4.488.96.7

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
2

（▲5）

来期予想
7

（＋5）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

4.5 84.1 11.4

82.2 17.8

86.7 13.3
資
金
繰
り

当 期
▲13
（▲6）

来期予想
▲18
（▲5）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

95.5 4.5

2.2 84.4 13.3

2.2 86.7 11.1設
備

当 期
▲9
（▲4）

来期予想
▲11
（▲2）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲11
（＋7）

来期予想
▲11
（0）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

11.4 59.1 29.5

13.3 62.2 24.4

13.3 62.2 24.4

売
上

当 期
▲4
（＋3）

来期予想
▲2
（＋2）

業況判断指数
前期

28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

9.1 75.0 15.9

8.9 80.0 11.1

8.9 77.8 13.3

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

「業況 DI」推移
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　不動産業の当期（１～３月期）の業況判断 DI は▲７と
なり、前期（10～ 12 月期）と比較して４ポイント悪化
した。「売上」、「販売・請負・料金価格」で各７ポイント、「収
益」で 14 ポイント、「資金繰り」で 10 ポイントの悪化
となり、「原材料・仕入価格」では７ポイント上昇しており、
全体的に景況感を押し下げる結果となった。

　来期（４～６月期）は、「業況」で７ポイント、「売上」
で 10 ポイント、「収益」で 17 ポイントの改善を予想し
ており、景況感は上向くことが予想される。

14 15

不動産業
FUDOUSAN-GYOU

不
動
産
業

不
動
産
業

業況判断指数

当 期
▲7
（▲4）

来期予想
0

（＋7）

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

29/325/3 25/9 26/3 26/9 27/3 27/9 28/3 28/9

増加 変わらず 減少

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

16.7 73.3 10.0

16.7 76.7 6.6

10.0 73.3 16.7収
益

当 期
▲7
（▲14）

来期予想
10

（＋17）

業況判断指数

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

6.7 86.7 6.7

6.7 83.3 10.0

6.7 80.0 13.3

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲7
（▲7）

来期予想
▲3
（＋4）

業況判断指数

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

13.3 83.4 3.3

16.7 80.0 3.3

20.0 76.7 3.3

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
17

（＋7）

来期予想
13

（▲4）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

10.0 90.0

6.7 86.6 6.7

3.3 93.4 3.3
資
金
繰
り

当 期
0

（▲10）

来期予想
0
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲7
（▲4）

来期予想
0

（＋7）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

10.0 76.7 13.3

13.3 73.4 13.3

10.0 73.3 16.7

売
上

当 期
3

（▲7）

来期予想
13

（＋10）

業況判断指数
前期

28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

16.7 76.7 6.6

16.7 80.0 3.3

10.0 83.3 6.7

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

「業況 DI」推移



AOKI SHINKIN BANK

サービス業
　サービス業の当期（１～３月期）の業況判断 DI は▲12
となり、前期（10～ 12 月期）と比較して７ポイント悪
化した。「売上」、「収益」、「販売・請負・料金価格」はい
ずれも悪化しており、景況感は全体的に悪化している。
　来期（４～６月期）は、「売上」で３ポイント、「収益」
で４ポイントの改善を予想するも、「業況」、「販売・請負・

料金価格」、「設備」で横ばい、「資金繰り」で３ポイント
の悪化を予想している。
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SÂBISU-GYOU

サ
ー
ビ
ス
業

サ
ー
ビ
ス
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲12
（▲7）

来期予想
▲12
（0）

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

29/325/3 25/9 26/3 26/9 27/3 27/9 28/3 28/9

増加 変わらず 減少

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

7.0 88.4 4.6

9.3 83.7 7.0

11.6 74.4 14.0収
益

当 期
▲2
（▲4）

来期予想
2

（＋4）

業況判断指数

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

2.3 93.0 4.7

93.0 7.0

93.0 7.0

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲7
（▲5）

来期予想
▲7
（0）

業況判断指数

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

2.390.77.0

4.7 90.6 4.7

7.090.72.3

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
▲5
（▲10）

来期予想
0

（＋5）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

4.6 88.4 7.0

4.7 86.0 9.3

7.0 83.7 9.3
資
金
繰
り

当 期
▲2
（0）

来期予想
▲5
（▲3）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

93.0 7.0

88.4 11.6

88.4 11.6設
備

当 期
▲12
（▲5）

来期予想
▲12
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲12
（▲7）

来期予想
▲12
（0）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

4.7 86.0 9.3

2.3 83.7 14.0

4.6 79.1 16.3

売
上

当 期
▲5
（▲7）

来期予想
▲2
（＋3）

業況判断指数
前期

28 年 10～12 月

当期
29 年 1～3月

来期
29 年 4～6月

9.3 83.7 7.0

9.3 79.1 11.6

11.6 72.1 16.3

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

「業況 DI」推移
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18 19

特
別
調
査

特
別
調
査

⑥女性・若者が活躍しや
すい環境整備

⑦高齢者の就業促進

⑧病気の治療、子育て・
介護と仕事の両立

⑨外国人材の受入れ

⓪特にない

問 1.少子高齢化社会の進展にともない、企業経営上の課題の一つとして人手不足がクローズアップされています。こうしたなか、
女性の活躍推進が期待されていますが、貴社の従業員数に占める女性の割合（非正規含む）はおよそどれくらいですか。また
現在、女性が最も活躍してらっしゃる職務はどのような分野ですか。あてはまるものを以下の①～⑤、⑥～⓪よりそれぞれ１
つずつ選んでお答えください。

割 

合

最
も
活
躍
し
て
い
る
職
務
分
野

問２．問１と同様、高齢者（ここでは 60歳以上を想定）の活躍推進について、貴社の従業員数に占める高齢者の割合（非正規含む）は
およそどのくらいですか。また現在、高齢者が最も活躍している職務はどのような分野ですか。あてはまるものを以下の①～
⑤、⑥～⓪よりそれぞれ１つずつ選んでお答えください。

割 

合

最
も
活
躍
し
て
い
る
職
務
分
野

①10％未満

②10％以上 30％未満

③30％以上 50％未満

④50％以上 70％未満

⑤70％以上　

⑥営業・販売・接客

⑦総務・経理・庶務

⑧企画・管理・研究開発

⑨製造・生産・現場作業

⓪その他

問3.問 1と同様、外国人の活躍推進について、貴社の従業員数に占める外国人の割合（非正規含む）はおよそどのくらいですか。ま
た現在、外国人が最も活躍している職務はどのような分野ですか。あてはまるものを以下の①～⑤、⑥～⓪よりそれぞれ１つ
ずつ選んでお答えください。

割 

合

最
も
活
躍
し
て
い
る
職
務
分
野

①10％未満

②10％以上 30％未満

③30％以上 50％未満

④50％以上 70％未満

⑤70％以上　

問5.政府は、「働き方改革実現会議」において、以下の９項目を課題として検討しています。これら９項目のうち、貴社が注力しよう
と考えているものを以下の①～⓪より３つ以内で選んでお答えください。

①同一労働同一賃金など
　非正規雇用の処遇改善
②賃金引き上げと
　労働生産性の向上
③長時間労働の是正

④柔軟な転職支援、格差
是正のための人材育成

⑤テレワーク、副業・兼
業など柔軟な働き方

⑥営業・販売・接客

⑦総務・経理・庶務

⑧企画・管理・研究開発

⑨製造・生産・現場作業

⓪その他

問4.女性、高齢者、外国人の活躍推進それぞれについて、貴社では、今後、どのようにお考えですか。あてはまるものを以下の①～
⑨よりそれぞれ１つずつ選んでお答えください。

女
性
の
活
躍

①増やす方針

②どちらともいえない

③減らす方針

高
齢
者
の
活
躍

④増やす方針

⑤どちらともいえない

⑥減らす方針

外
国
人
の
活
躍

⑦増やす方針

⑧どちらともいえない

⑨減らす方針①10％未満

②10％以上 30％未満

③30％以上 50％未満

④50％以上 70％未満

⑤70％以上　

⑥営業・販売・接客

⑦総務・経理・庶務

⑧企画・管理・研究開発

⑨製造・生産・現場作業

⓪その他

人手不足下における中小企業の人材活用策について

8.3％

26.9％

20.9％

4.7％

2.7％

16.9％

11.6％

5.6％

5.0％

44.2％

52.5％
23.6％

14.0％
6.3％

3.6％

20.9％
53.8%

1.0％
10.6％

13.7％

3.7％
0.3％
0.3％

0.0％

7.6％
1.0％
0.0％

20.6％

70.8％

5.6％

2.7％

3.9％

2.0％

41.2％
25.2％

14.0％
8.6％
11.0％

26.9％
18.3％

0.7％
37.9％

16.2％

95.7％

4.0％

93.4％

93.4％

94.0％

1.0％

特別調査特別調査
TOKUBETSUCHOUSA
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28 年 9月 28年 12月 29年 3月

経費を
節減する

販路を
広げる

宣伝・広告を
強化する

情報力を
強化する

人材を
確保する

売れ筋商品を
取扱う

品揃えを
充実改善する

新製品技術を
開発する

技術力を
高める

提携先を
見つける

売り上げの
停滞・減少
同業者間の
競争激化

利幅の縮小

大手との
競争激化

値下げ要請

原材料高

人手不足

販売商品の
不足

合理化不足

工場店舗の
狭小老朽化

輸入品との
競争激化

経営上の問題点集計結果（全業種）
28 年 9月 28年 12月 29年 3月

当面の重点経営施策（全業種）

0 10 20 30 40 50（%） 0 10 20 30 40 50（%）

豊富な知識・経験・ネットワークを持つ新現役人材を青木信用金庫・アドバイザーがマッチングします。

　平成 29 年 2 月 7 日（火）に
川口駅前市民ホール「フレンディ
ア」において、あおしんビジネ
スクラブ主催のセミナーが開催
されました。
　第 1 部として税理士法人
PLUS－ONE 代表 三星 剛氏に

新春経済セミナー開催
よる「～早めに備える！～事業
承継の気付きと税制のひと工夫」
を、第 2 部としてインクグロウ
㈱ 川本裕華氏による「～特需を
掴め！～中小企業のための販路
拡大セミナー」の講演が行われ
ました。

　平成 29 年 3 月 1 日（水）南
平支店が新築グランドオープン
し、３月 16日（木）・17日（金）
の２日間、記念感謝デーを実施
しました。当日は日頃のご愛顧
に感謝して、ご来店いただいた
お客様全員に金塊型のボックス

南平支店　グランドオープン
ティッシュをプレゼントし、各
日、先着 50  名様に「カレー商
品が当たるお楽しみ抽選会」を
行いました。

新現役交流会
日　時
会　場

平成29年8月24日（木）
川口駅前市民ホール「フレンディア」
（川口市川口１̶１̶１ 川口駅東口 キュポ・ラ本館棟 ４階）

※申込は先着30社となりますのでご了承ください。

ご 利 用 の 流 れ

1 企業ニーズの
聴き取り

新現役アドバイザーが
青木信用金庫の職員と一
緒に、中小企業の支援
ニーズを聴き取ります。

2 新現役交流会の
開催

経済産業局が、新現役に
中小企業の支援ニーズを
連絡し、信用金庫が新現
役交流会を開催します。

3 企業と新現役の
マッチング

交流会の結果を踏まえ、新現役
と経営者が 2 次面談を行い、支
援内容等を詳しく確認し、支援
を受けるかどうか決定します。

4 個別支援

具体的な支援を
開始します。

あなたの
会社の

課題解決に

あなたの
会社の

課題解決に

お問い合わせは、青木信用金庫各本支店にお願いします。

関東経済産業局との連携

中小企業
「生産」「技術」「販路拡大」などの

経営課題があるが、
社内に人材やノウハウがなく、
専門的なサポートが欲しい

中小企業。

青木信用金庫が、会社の課題解決に最適な
新現役を人選、マッチングできる機会と

して交流会を開催。

青木信用金庫＆新現役アドバイザー

マッチング 

新現役
現役時代に培った高度な知識や
豊富な経験、ネットワークなどを
中小企業支援に活用したいという
意欲に溢れ、新現役として関東経済
産業局に登録している企業 OB。

フォロー
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ス
　　　　

トピック
ス
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●営業地区及び店舗配置図（埼玉県内28市3町2郡・東京都内4区1市）


